
(57)【要約】

【課題】天井の高い骨組構造であっても棟材が撓む恐れ

がなく中央支柱を高く設置することが可能な大型の寄棟

状折畳式テントを提供する。

【解決手段】寄棟状折畳式テント１は柱材２間に梁材３

を横架し対角線上で対向する柱材２方向には屋根リンク

部材４を配設する。屋根リンク部材４を構成する棟材４

ａが集結するテント中央に天幕８を支承する中央支柱９

の支持具１０を取り付け中間部の折曲点４d間には横架

材１１を架設する。支持具１０は上部筒体１０ａと受台

１０ｂ及び受台支持部材１０ｄからなり中央支柱９を安

定的に立設する。各棟材４ａ、受台支持部材１０ｄ、中

央支柱９及び横架材１１は連結して立体トラス構造とな

るため天幕８から荷重が作用しても変形し難くなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 正 ２ ｎ 角 形 （ ｎ は ２ 以 上 の 整 数 ） の 頂 点 位 置 に 立 設 す る 柱 材 と 、 各 柱 材 か ら 隣 接 す る 柱
材 に 対 し 連 結 部 材 を 介 し て シ ザ ー ス 状 に 動 作 す る 梁 材 と 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 柱 材 方 向 に
配 置 さ れ 前 記 連 結 部 材 と 回 動 可 能 に 接 続 し テ ン ト 中 央 に 向 か っ て 棟 材 を 集 結 す る 屋 根 リ ン
ク 部 材 を 備 え 、 テ ン ト 中 央 に は 天 幕 を 支 承 す る 中 央 支 柱 の 支 持 具 を 取 り 付 け る 寄 棟 状 折 畳
式 テ ン ト に お い て 、 前 記 棟 材 は 、 中 間 部 で 下 方 に 折 り 畳 み 可 能 と す る 折 曲 点 を 設 け 、 前 記
支 持 具 は 、 棟 材 集 結 部 に 設 け 中 央 支 柱 を 挿 通 す る 上 部 筒 体 と 、 中 央 支 柱 の 下 端 を 保 持 す る
受 台 と 、 各 棟 材 の 折 曲 点 と 集 結 部 の 中 間 位 置 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 受 台 支 持 部 材 を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 折 曲 点 に は 、 両 側 方 に 板 体 を 突 設 す る 連 結 具 を 介 在 し 、 隣 接 す る 前 記 棟 材 の 対 向 す
る 板 体 間 に 中 央 部 で 上 方 に 折 り 畳 み 可 能 な 横 架 材 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 柱 材 に 対 し て 連 結 部 材 を 介 し シ ザ ー ス 状 に 動 作 す る 梁 材 を 備 え る 折 畳 式 テ
ン ト に 関 し 、 特 に 内 部 空 間 を 広 く 確 保 で き る 大 型 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 梁 材 を シ ザ ー ス 状 に 折 り 畳 む 所 謂 ワ ン タ ッ チ 式 の テ ン ト で 、 柱 材 の 本 数 が ６ 本 以 上 と な
る 大 型 テ ン ト の 場 合 に は 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う な 骨 組 構 造 体 が 用 い ら れ て き た 。 こ の 従
来 の 折 り 畳 み テ ン ト １ １ １ は 、 ６ 本 の 柱 材 １ １ ２ と 、 こ の 柱 材 １ １ ２ 同 士 を 連 結 す る ６ 面
の 梁 材 １ １ ３ を 有 す る 。 地 表 に 立 設 す る 柱 材 １ １ ２ の 頂 部 に は 端 部 ジ ョ イ ン ト １ １ ４ を 冠
着 し 、 そ の 下 方 に 上 下 方 向 に 移 動 可 能 な ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト １ １ ５ を 環 装 し て い る が 、 こ
れ ら 連 結 部 材 を 構 成 す る 端 部 ジ ョ イ ン ト １ １ ４ 及 び ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト １ １ ５ は 梁 材 １ １
３ を 構 成 す る 斜 材 １ １ ６ の 一 端 部 を 回 動 可 能 に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 梁 材 １ １ ３ の 中 央 に は 左 右 の 斜 材 １ １ ６ を ピ ン 結 合 で 連 結 す る ヒ ン ジ ジ ョ イ ン ト 部 １
１ ７ が 設 け ら れ 、 こ の ヒ ン ジ ジ ョ イ ン ト 部 １ １ ７ か ら テ ン ト 中 央 に 向 っ て 夫 々 屋 根 リ ン ク
部 材 １ １ ８ が 取 付 け ら れ 、 そ れ ら が 集 合 す る 中 心 部 に は 図 示 し な い 天 幕 の 中 央 部 分 を 支 承
す る 中 央 支 柱 １ １ ９ を 配 設 す る 。 天 幕 は こ の 骨 組 構 造 体 に 対 し て 上 部 よ り 取 り 付 け ら れ て
い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 梁 材 １ １ ３ 及 び 屋 根 リ ン ク 部 材 １ １ ８ は 連 結 す る 部 分 が 全 て ピ ン 結 合 と な っ
て お り 、 同 期 し て シ ザ ー ス 状 に 動 作 し な が ら 折 り 畳 み 可 能 な 構 成 を と っ て い る た め 、 使 用
時 に は 柱 材 １ １ ２ を 相 互 に 離 隔 す れ ば 骨 組 全 体 が 拡 開 す る 。 又 、 収 納 時 に は 柱 材 １ １ ２ を
近 接 さ せ れ ば 骨 組 全 体 の 収 縮 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 梁 材 １ １ ３ の 中 央 に 連 結 す る 屋 根 リ ン ク 部 材 １ １ ８ は 、 梁 材 １ １ ３ と 同 一 高 さ
に 配 置 さ れ て い た た め 、 テ ン ト の 内 部 空 間 の 利 用 が 制 限 さ れ る 欠 点 が あ っ た 。 例 え ば 支 柱
高 さ が ２ ． ３ ｍ し か な い 場 合 に は 、 中 央 支 柱 １ １ ９ の 下 端 は ２ ｍ の 高 さ と な り 、 天 井 部 が
低 く 圧 迫 感 を 感 じ て し ま う 。 そ こ で 、 テ ン ト の 内 部 空 間 を 広 く 確 保 し 得 る 折 畳 式 テ ン ト と
し て は 例 え ば 下 記 に 示 す よ う な 従 来 技 術 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ５ ８ ５ ２ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 折 畳 式 テ ン ト は 、 図 ７ に 示 す よ う に 四 隅 に 立 設 す る 柱 材 ２ ２ 同 士 を 連 結 し 、 シ ザ ー
ス 状 に 動 作 す る ４ 面 の 梁 材 ２ ３ と 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 柱 材 ２ ２ 方 向 に 配 置 さ れ 、 テ ン ト
中 央 に 向 か っ て 集 結 す る 屋 根 リ ン ク 部 材 ２ ４ を 備 え 、 各 梁 材 ２ ３ 及 び 屋 根 リ ン ク 部 材 ２ ４
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は 柱 材 ２ ２ に 装 着 す る 連 結 部 材 ２ ５ と 夫 々 回 動 可 能 に 接 続 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 又 テ ン ト 中 央 に は 屋 根 リ ン ク 部 材 ２ ４ の 集 結 点 に 支 持 具 ２ ６ を 取 り 付 け 、 こ れ に 中 央 支
柱 ２ ７ を 収 容 し 、 そ の 頭 部 で 図 示 し な い 天 幕 を 支 承 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 柱 材 ２ ２ よ り 屋 根 リ ン ク 部 材 ２ ４ を 跳 ね 出 す 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト ２ １ の 場 合 、 集 結 す る
棟 材 ２ ４ ａ の 下 面 に は 、 隅 部 に 方 杖 ２ ４ ｂ が 補 強 さ れ て い る だ け で 、 水 平 部 材 が 存 在 し な
い た め テ ン ト の 内 部 空 間 を 広 く 利 用 で き る 利 点 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト ２ １ の 場 合 、 棟 材 ２ ４ ａ は 隅 部 の 方 杖 ２ ４ ｂ の み で 支 持 さ
れ て い た た め 、 柱 材 ２ ２ 同 士 の 間 隔 が 大 と な る 大 型 テ ン ト の 場 合 、 棟 材 ２ ４ ａ が 撓 ん で し
ま う 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 中 央 支 柱 ２ ７ は 棟 材 ２ ４ ａ の 集 結 点 を 構 成 す る 筒 状 の 支 持 具 ２ ６ に 収 容 し て い た た
め 、 高 さ の あ る 支 柱 は セ ッ ト で き な か っ た 。 従 っ て 、 架 設 す る 天 幕 が 平 板 的 と な り 降 雨 時
に は 水 捌 け 不 良 に よ り 棟 材 ２ ４ ａ 間 の 天 幕 が 垂 れ 下 が り 、 こ の 部 分 に 水 溜 り を 生 じ て し ま
う 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め 、 特 に 柱 材 の 本 数 が ６ 本 以 上 と な る 大 型 テ ン ト の 場 合 に は 、 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン
ト は 適 用 さ れ て お ら ず 、 従 来 の 天 井 部 の 低 い 骨 組 構 造 体 が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 従 来 の 大 型 の 折 畳 式 テ ン ト 及 び 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト が 有 す る 上 記 の 問 題 点
を 解 消 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 天 井 の 高 い 骨 組 構 造 で あ っ て も 棟 材 が 撓 む 恐 れ が な く
、 又 中 央 支 柱 を 高 く 設 置 す る こ と が 可 能 で 、 天 幕 の 十 分 な 勾 配 を 確 保 で き る 大 型 の 寄 棟 状
折 畳 式 テ ン ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト は 、 正 ２ ｎ 角 形 （ ｎ は ２ 以 上
の 整 数 ） の 頂 点 位 置 に 立 設 す る 柱 材 と 、 各 柱 材 か ら 隣 接 す る 柱 材 に 対 し 連 結 部 材 を 介 し て
シ ザ ー ス 状 に 動 作 す る 梁 材 と 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 柱 材 方 向 に 配 置 さ れ 前 記 連 結 部 材 と 回
動 可 能 に 接 続 し テ ン ト 中 央 に 向 か っ て 棟 材 を 集 結 す る 屋 根 リ ン ク 部 材 を 備 え 、 テ ン ト 中 央
に は 天 幕 を 支 承 す る 中 央 支 柱 の 支 持 具 を 取 り 付 け る 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト に お い て 、 前 記 棟
材 は 、 中 間 部 で 下 方 に 折 り 畳 み 可 能 と す る 折 曲 点 を 設 け 、 前 記 支 持 具 は 、 棟 材 集 結 部 に 設
け 中 央 支 柱 を 挿 通 す る 上 部 筒 体 と 、 中 央 支 柱 の 下 端 を 保 持 す る 受 台 と 、 各 棟 材 の 折 曲 点 と
集 結 部 の 中 間 位 置 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 受 台 支 持 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 連 結 部 材 は 、 柱 材 の 頂 部 に 冠 着 す る 端 部 ジ ョ イ ン ト と 、 そ の 下 方 で 環 装 し 上 下 方 向 に 移
動 可 能 な ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト か ら な り 、 梁 材 及 び 屋 根 リ ン ク 部 材 を 回 動 可 能 に 支 持 し 、 こ
の ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト を 上 下 動 さ せ る こ と で 、 梁 材 及 び 屋 根 リ ン ク 部 材 の 取 付 角 度 を 変 化
さ せ る 。 棟 材 は 、 端 部 ジ ョ イ ン ト に 回 動 可 能 に 連 結 し 、 ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト に 連 結 す る 方
杖 で 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 部 筒 体 及 び 受 台 は 夫 々 外 面 に 複 数 の 棟 材 連 結 部 又 は 受 台 支 持 部 材 連 結 部 を 突 設 す る 。
中 央 支 柱 は 、 棟 材 か ら 吊 り 下 げ 支 持 さ れ る 受 台 で そ の 下 端 を 保 持 さ れ 、 中 間 部 を 上 部 筒 体
で 支 え ら れ る た め 、 立 設 状 態 が 安 定 し 棟 材 よ り 突 出 す る 立 上 り 部 分 を 大 き く す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 又 、 棟 材 集 結 部 は 、 各 棟 材 と 受 台 支 持 部 材 及 び 中 央 支 柱 と の 組 み 合 わ せ が 立 体 ト ラ ス 構
造 と な る た め 荷 重 が 作 用 し て も 変 形 し 難 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト の 折 曲 点 に は 、 両 側 方 に 板 体 を 突 設 す る 連 結 具 を 介
在 し 、 隣 接 す る 前 記 棟 材 の 対 向 す る 板 体 間 に 中 央 部 で 上 方 に 折 り 畳 み 可 能 な 横 架 材 を 設 け
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 棟 材 の 中 間 部 で あ る 折 曲 点 同 士 を 横 架 材 で 繋 ぎ 補 強 す る 。 棟 材 と 横 架 材 の 組 み 合 わ せ も
立 体 ト ラ ス 構 造 を 形 成 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト は 、 中 央 支 柱 の 支 持 具 と し て 上 部 筒 体 、 受 台 及 び 受 台 支
持 部 材 を 設 け る の で 、 中 央 支 柱 の 立 設 状 態 が 安 定 し 棟 材 よ り 突 出 す る 立 上 り 部 分 を 大 き く
す る こ と が で き る 。 従 っ て 天 幕 の 十 分 な 勾 配 が 確 保 で き 、 降 雨 時 の 水 捌 け 不 良 の 恐 れ が な
く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 各 棟 材 と 受 台 支 持 部 材 及 び 中 央 支 柱 と の 組 み 合 わ せ が 立 体 ト ラ ス 構 造 と な る た め 荷
重 が 作 用 し て も 変 形 し 難 く く 、 天 井 の 高 い 骨 組 構 造 で あ っ て も 棟 材 が 撓 む 恐 れ が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト は 、 折 曲 点 同 士 を 横 架 材 で 繋 ぎ 補 強 す る の で 、 よ り
強 固 な 立 体 ト ラ ス 構 造 と な り 、 大 型 の 折 畳 式 テ ン ト で あ っ て も 風 荷 重 等 に 対 抗 し 得 る 安 定
的 な 骨 組 構 造 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 寄 棟 状 折 畳 式 テ
ン ト の 骨 組 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト １ は 、 正 ２ ｎ 角 形 （ ｎ は ２ 以 上 の 整
数 ） 、 図 １ の 場 合 は 正 六 角 形 の 頂 点 位 置 に 柱 材 ２ を 立 設 し 、 各 柱 材 ２ か ら 隣 接 す る 柱 材 ２
に 対 し て 梁 材 ３ が 横 架 し 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 柱 材 ２ 方 向 に は 屋 根 リ ン ク 部 材 ４ が 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ ら 梁 材 ３ 及 び 屋 根 リ ン ク 部 材 ４ は 、 柱 材 ２ に 装 着 す る 連 結 部 材 ５ に 一 端 部 を 回 動 可
能 に 支 持 し て い る 。 連 結 部 材 ５ は 、 柱 頂 部 に 冠 着 す る 端 部 ジ ョ イ ン ト ６ と 、 そ の 下 方 に 上
下 方 向 に 移 動 可 能 な 状 態 で 環 装 す る ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 梁 材 ３ は 、 端 部 ジ ョ イ ン ト ６ と ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト ７ で 夫 々 枢 支 す る 斜 材 ３ ａ ， ３ ａ を
ピ ン ３ ｂ に て 結 合 し 、 ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト ７ を 上 下 動 す る こ と で シ ザ ー ス 状 に 折 り 畳 み 、
又 引 き 伸 ば す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 屋 根 リ ン ク 部 材 ４ を 構 成 す る 棟 材 ４ ａ は 、 端 部 ジ ョ イ ン ト ６ に 回 動 可 能 に 連 結 し 、 ス ラ
イ ド ジ ョ イ ン ト ７ に 連 結 す る 方 杖 ４ ｂ で 支 持 さ れ る 。 こ の 方 杖 ４ ｂ と 棟 材 ４ ａ は 連 結 具 ４
ｃ を 介 し て 枢 動 可 能 に 接 続 す る 。 各 棟 材 ４ ａ が 集 結 す る テ ン ト 中 央 に は 、 天 幕 ８ を 支 承 す
る 中 央 支 柱 ９ の 支 持 具 １ ０ を 取 り 付 け る 。 又 棟 材 ４ ａ は 、 そ の 中 間 部 で 下 方 に 折 り 畳 み 可
能 と す る 折 曲 点 ４ ｄ を 設 け る 。 隣 接 す る 折 曲 点 ４ ｄ 間 に は 中 央 部 で 上 方 に 折 り 畳 み 可 能 と
す る 横 架 材 １ １ を 架 設 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 柱 材 に 装 着 す る 連 結 部 材 の 詳 細 を 図 ２ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ２ は 柱 材 の 頭 部 骨 組 を
示 す 斜 視 図 で あ る 。 柱 材 ２ に 装 着 す る 連 結 部 材 ５ は 、 端 部 ジ ョ イ ン ト ６ と ス ラ イ ド ジ ョ イ
ン ト ７ に 分 か れ て お り 、 夫 々 柱 材 ２ を 収 納 若 し く は 挿 通 す る 枠 部 ６ ａ ， ７ ａ よ り 隣 接 す る
柱 材 ２ 方 向 に 梁 支 持 板 ６ ｂ ， ７ ｂ を 突 設 す る 。 こ の 梁 支 持 板 ６ ｂ ， ７ ｂ は 夫 々 一 対 の プ レ
ー ト を 対 向 し 、 そ の 間 隙 に 梁 材 ３ を 構 成 す る 斜 材 ３ ａ の 端 部 を 挿 入 し 、 プ レ ー ト 面 に 開 設
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す る ピ ン 孔 に ピ ン 等 を 挿 通 し て 回 動 可 能 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 梁 支 持 板 ６ ｂ ， ７ ｂ と 隣 接 し て 棟 材 支 持 板 ６ ｃ と 方 杖 支 持 板 ７ ｃ を 夫 々 突 設 す る 。
棟 材 支 持 板 ６ ｃ 及 び 方 杖 支 持 板 ７ ｃ も 夫 々 一 対 の プ レ ー ト を 対 向 し 、 そ の 間 隙 に 棟 材 ４ 又
は 方 杖 ４ ａ の 端 部 を 挿 入 し 、 各 プ レ ー ト 面 に 開 設 す る ピ ン 孔 に ピ ン 等 を 貫 通 し て 回 動 可 能
に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト ７ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 枠 部 ７ ａ の 外 面 で 梁 支 持 板 ７ ｂ 及
び 方 杖 支 持 板 ７ ｃ の 下 方 に 位 置 決 め 用 の ピ ン １ ２ が 引 出 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の
ピ ン １ ２ は 柱 材 ２ に 穿 設 す る 図 示 し な い ピ ン 孔 に 挿 入 し て ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト ７ の 高 さ を
固 定 す る も の で あ る 。 又 梁 支 持 板 ７ ｂ と 棟 材 支 持 板 ７ ｃ に お い て 、 各 挿 入 す る ピ ン 等 の 先
端 を 受 け る 側 の 支 持 板 は 隣 接 す る 支 持 板 と 兼 用 さ れ る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 棟 材 の 折 曲 点 の 詳 細 を 図 ４ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ４ は 棟 材 折 曲 点 の 斜 視 図 で あ る 。
棟 材 ４ ａ は 折 曲 点 ４ ｄ に て 分 割 さ れ て お り 、 折 曲 点 ４ ｄ に は 両 側 方 に 板 体 １ ３ ａ を 突 設 す
る 連 結 具 １ ３ を 介 在 し 、 隣 接 す る 棟 材 ４ ａ の 対 向 す る 板 体 １ ３ ａ 間 に 横 架 材 １ １ を 架 設 す
る 。 板 体 １ ３ ａ も 一 対 の プ レ ー ト を 対 向 し 、 そ の 間 隙 に 横 架 材 １ １ の 端 部 を 挿 入 し 、 各 プ
レ ー ト 面 に 開 設 す る ピ ン 孔 に ピ ン 等 を 貫 通 し て 回 動 可 能 に 支 持 す る 。 横 架 材 １ １ も 中 央 で
分 割 さ れ て お り 、 連 結 具 １ １ ａ に て 上 方 に 折 畳 可 能 に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 支 持 具 の 詳 細 を 図 ５ に 基 づ き 説 明 す る 。 支 持 具 １ ０ は 、 棟 材 ４ ａ の 集 結 部 に 設 け ら
れ 中 央 支 柱 ９ を 挿 通 す る 上 部 筒 体 １ ０ ａ と 、 中 央 支 柱 ９ の 下 端 を 保 持 す る 受 台 １ ０ ｂ と 、
各 棟 材 ４ ａ の 折 曲 点 ４ ｄ と 上 部 筒 体 １ ０ ａ の 中 間 位 置 に 連 結 具 １ ０ ｃ を 介 し て 回 動 可 能 に
取 り 付 け ら れ る 受 台 支 持 部 材 １ ０ ｄ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 部 筒 体 １ ０ ａ 及 び 受 台 １ ０ ｂ は 夫 々 外 面 に 複 数 の 棟 材 連 結 部 １ ０ ｅ 又 は 受 台 支 持 部 材
連 結 部 １ ０ ｆ を 突 設 し 、 棟 材 ４ ａ 又 は 受 台 支 持 部 材 １ ０ ｄ を 枢 動 可 能 に 止 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 中 央 支 柱 ９ は 、 上 方 に 位 置 す る 内 管 ９ ａ と 、 下 方 に 位 置 す る 外 管 ９ ｂ か ら な り 、 外 管 内
部 に 収 容 す る バ ネ 体 ９ ｃ に よ っ て 内 管 ９ ａ を 上 方 に 付 勢 し て い る 。 中 央 支 柱 ９ は 骨 組 構 造
体 を 折 り 畳 ん だ 際 に 、 二 重 管 が 分 離 す る こ と の な い よ う 適 宜 長 さ の 組 合 せ で 構 成 さ れ て い
る 。 内 管 ９ ａ の 頂 部 に 装 着 す る 丸 み を 持 っ た 天 幕 接 触 具 ９ ｄ 上 に 天 幕 ８ を 取 り 付 け る と 、
バ ネ 体 ９ ｃ の 作 用 に よ り 天 幕 ８ を 押 し 上 げ 、 そ の 張 り を 強 め る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら 各 棟 材 ４ ａ と 受 台 支 持 部 材 １ ０ ｄ 及 び 中 央 支 柱 ９ 、 更 に は 横 架 材 １ １ が 相 互 に 連
結 し て 立 体 ト ラ ス 構 造 と な る た め 天 幕 ８ か ら 荷 重 が 作 用 し て も 変 形 し 難 く な る 。 即 ち 、 こ
の 骨 組 構 造 は 屋 根 リ ン ク 部 材 ４ を 補 強 す る も の で 、 中 央 支 柱 ９ に 作 用 す る 荷 重 は 、 立 体 ト
ラ ス の 各 部 材 に 分 散 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 荷 重 を 分 散 す る こ と で 棟 材 ４ ａ の 撓 み を 減 少 さ せ 、 振 動 の 発 生 等 も 防 ぎ 、 安 定 的 な 組 立
状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 又 中 央 支 柱 ９ は 、 棟 材 ４ ａ か ら 吊 り 下 げ 支 持 さ れ る 受 台 １ ０ ｂ で そ の 下 端 を 保 持 さ れ 、
中 間 部 を 上 部 筒 体 １ ０ ａ で 支 え ら れ る た め 、 立 設 状 態 が 安 定 し 棟 材 ４ ａ よ り 突 出 す る 立 上
り 部 分 を 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 天 幕 ８ が 各 棟 材 ４ ａ に 密 着 せ ず 、 外 観 上 美
し い 曲 線 で 折 り 畳 み で き る ワ ン タ ッ チ テ ン ト を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 梁 材 ３ 及 び 屋 根 リ ン ク 部 材 ４ は 連 結 す る 部 分 が 全 て ピ ン 結 合 と な っ て お り 、 ス ラ イ ド ジ
ョ イ ン ト ７ を 降 下 さ せ る と 、 各 部 材 が 同 期 し て シ ザ ー ス 状 に 動 作 し な が ら 折 畳 ま れ る 。 即
ち 、 使 用 時 に は 柱 材 ２ を 相 互 に 離 隔 す れ ば 骨 組 全 体 が 拡 開 し 、 又 収 納 時 に は 柱 材 ２ を 近 接
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さ せ れ ば 骨 組 全 体 の 収 縮 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 寄 棟 状 の 折 畳 式 テ ン ト は 、 棟 材 ４ ａ を 用 い る こ と で 空 間 の 圧 迫 感 を 解 消 し 、 天 井 が
高 く な る ば か り で な く 、 構 造 上 シ ン プ ル で あ っ て 、 使 用 す る 材 料 も 少 な く 、 全 体 重 量 も 軽
減 で き る 。 又 、 屋 根 リ ン ク 部 材 ４ の 集 結 部 を 立 体 ト ラ ス 構 造 と す る こ と に よ り 、 よ り 強 度
の あ る テ ン ト が 最 小 の 材 料 で 実 現 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 発 明 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト は 、 正 六 角 形 の タ イ プ に 限 ら ず 正 八 角 形 以 上 の 中 央 寄 棟
を 有 す る 折 畳 式 テ ン ト に も 、 又 柱 間 の 大 き い 四 角 形 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト に も 適 用 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト の 骨 組 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 柱 材 の 頭 部 骨 組 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス ラ イ ド ジ ョ イ ン ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 棟 材 折 曲 点 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 支 持 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 六 角 型 折 畳 式 テ ン ト の 骨 組 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト の 骨 組 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 寄 棟 状 折 畳 式 テ ン ト
　 ２ 　 柱 材
　 ３ 　 梁 材
　 ４ 　 屋 根 リ ン ク 部 材
　 ４ ａ 　 棟 材
　 ５ 　 連 結 部 材
　 ８ 　 天 幕
　 ９ 　 中 央 支 柱
　 １ ０ 　 支 持 具
　 １ １ 　 横 架 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(8) JP 2007-177524 A 2007.7.12


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

